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たくさんのご意見・ご提案を
　市民の皆さんと一緒に検討するため、この基本構想の素案に対して、ご意見・ご提
案をお寄せください。お寄せいただいたご意見などは、総合計画策定市民会議などで
さらに検討を深め、基本構想に反映していきます。
提出方法　意見提出様式または任意の用紙に氏名、住所、連絡先とご意見などを記入し、

郵送、ファックス、Ｅメールまたは意見提出様式の配布窓口に持参
※素案の冊子と意見提出様式は、市企画室、北村・栗沢両支所総務課、幌向・朝日・美流渡・

有明交流プラザの各サービスセンターで配布するほか、市ホームページからもダウ
ンロードできます。また、素案の冊子は、市役所本庁、北村・栗沢両支所、有明交
流プラザの情報公開コーナーでも閲覧できます。

　〒 068-8686　岩見沢市鳩が丘 1 丁目 1 番 1 号　岩見沢市企画財政部企画室
　　　　　　　　FAX　23 局 9977　Ｅメール　pabukome@i-hamanasu.jp
提出期限　11 月 14 日㈫（郵送の場合は、11 月 14 日㈫必着）
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策定までの主な流れ

総合計画基本構想の素案へのご意見やご提案

新しい総合計画基本構想の素案の概要

地域で支え合う 安全・安心なまち（防災・防犯・地域コミュニティ）

まちづくりの基本的視点

市民会議などを数回開催

　この総合計画を推進するにあたり、重視する基本と
なる考え方について、次の３つの基本的視点を定め、
今後のまちづくりを進めます。
視点 1　市民主体による協働のまちづくり
　総合計画は、平成 27 年に施行された「岩見沢市ま
ちづくり基本条例」の中で、「将来を見据えた市政運営
を行うための最上位の計画」と位置付けられており、
条例の基本理念である「情報共有」「参加」「協働」の
もと、市民、議会及び行政がそれぞれの役割を果たし
ながら、市民主体による自主自立のまちづくりを推進
します。
視点 2　地域特性を活かした魅力あふれるまちづくり
　まちの価値を高め、人口減少を抑制していくために、

若者にとっても魅力ある「住んでみたい」まちづくり
と、誰もが安心して暮らすことができる「住み続けたい」
まちづくりにつながる取組みを推進します。
視点 3　次世代につなげる持続可能なまちづくり
　厳しい財政状況のもとで、誰もが幸せや豊かさを実
感できるまちであり続けるため、行財政運営の観点で
は、事業の「選択と集中」を進め、限られた経営資源
を効率的・効果的に活用することにより、将来の世代
に負担を残さない持続可能なまちづくりを推進します。

　市民憲章「わたしたちは 緑の中の 岩見沢市民です」
を基調とし、市民アンケートや市民ワークショップで
の意見なども踏まえた将来都市像を検討中であり、市
民会議などでの審議を経て決定します。

将来都市像

基本目標 1

◦地域防災力の向上
　災害に強いまちづくりを推進するため、避難行動要
支援者等に対する避難支援体制の構築や災害応急体制
を強化するとともに、防災意識の高揚や地域内での体
制づくりを通じて自助・共助・公助の精神を高め、地
域防災力の向上を図ります。
◦総合的な雪対策の推進
　冬期間の安全・安心な暮らしを確保するため、地域
や事業者との連携・協働のもと、効率的な除排雪体制
の構築や地域自主排雪に対する支援を行うとともに、
高齢者世帯等の除雪弱者への支援など、地域のニーズ
に即した「総合的な雪対策」を推進します。
◦消防・救急体制の充実
　市民の尊い生命や財産を守るため、関係機関・団体
等とも連携し、火災予防対策を推進するとともに、消
防力の強化と救急救命体制の充実を図ります。

◦安全・安心な生活環境の確保
　市民が安心して暮らせる地域社会の実現に向け、関
係機関や地域と連携して、防犯や交通安全に対する意
識醸成を図るとともに、防犯活動や交通安全対策を推
進します。また、消費者被害やトラブルを未然に防ぐ
とともに、消費生活の安定と向上を図るため、相談体
制の強化や情報提供・啓発活動の充実に努めます。
◦地域コミュニティの活性化
　市民の参画と協働のもと、市民が主体となって地域
課題を解決するための取組みを支援することにより、
地域コミュニティ機能の維持・向上と活性化を図りま
す。
◦男女共同参画社会の実現
　男女が性別にかかわりなく社会のあらゆる分野に参
画し、その個性と能力が十分発揮できる男女参画社会
の実現に向け、普及・啓発や環境づくりを推進します。 お寄せいただいたご意見・ご提案は、個人情報を除き公開します。



みんなが健康で元気に暮らせるまち（健康・福祉・医療）
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活力と賑わいに満ちた 魅力あふれるまち（産業経済・交流）

豊かな心と生きる力をはぐくむまち（子ども・子育て・教育・文化）

自然と調和した 快適で暮らしやすいまち（都市基盤・環境）

市民とともに創る 持続可能で自立したまち（市民参画・行財政運営）

基本目標 2

基本目標 3

基本目標 4

基本目標 5

基本目標 6

◦健康づくりの推進
　いつまでも健康で生きがいをもった生活を送ること
ができるよう、市民一人ひとりのライフステージに応
じた主体的な健康づくりを支援するとともに、産学官
が一体となって市民の健康を支える地域社会「健康コ
ミュニティ」を推進します。
◦高齢者福祉の充実
　高齢者が生きがいをもちながら、住み慣れた地域で
安心して暮らしていくことができるよう、健康を維持
し、自立した生活を送ることができる環境づくりを進
めるとともに、就労や地域活動、趣味等を通じた積極
的な社会参加の機会の拡充を図ります。
◦障がい者福祉の充実
　ノーマライゼーションの理念のもと、障がいのある
人も住み慣れた地域で安心して暮らすことができるよ
う、市民一人ひとりが障がいや障がいのある人に対す
る理解を深める中で、多様なニーズに対応した相談支
援やサービス提供体制の充実を図るとともに、就労支
援やスポーツ・芸術文化活動などの社会参加の支援に
取り組みます。
◦地域福祉の推進

　支え合いの精神に基づく地域福祉への意識醸成を図
るとともに、担い手の育成や、福祉・保健・医療・介護・
教育等の分野間の連携・協働による地域福祉を推進し
ます。
◦社会保障制度の適正な運営
　誰もが健康で安心して生活することができるよう、
国民健康保険や後期高齢者医療制度、国民年金の健全
かつ持続可能な運営と適正なサービスの提供に努めま
す。また、生活困窮者に対しては、生活保護制度の適
正な運用を行うとともに、就労支援など自立に向けた
相談・指導体制の充実を図ります。
◦地域医療体制の充実
　南空知圏域全体において専門性の高い良質な医療を
確保できるよう、病床機能の分化を図り、医療機関相
互の役割分担と連携を促進することにより、医療ニー
ズに即し、地域で完結する医療提供体制の構築を目指
すとともに、市立総合病院は、その中核的な役割を担
う基幹病院として、高度医療等を提供する体制の充実
に向けた取組みを推進します。
　また、夜間や休日における急病患者に対する適切な
医療の確保に努めます。

◦農林業の振興
　本市農業の持続的発展を目指し、農業経営の安定と
農業所得の向上に向けた取組みや、担い手の育成・確
保を進めるとともに、農業・農村の有する多面的機能
の維持・発揮等を通じた農村地域の振興を推進します。
　林業の振興にあっては、森林の有する多面的機能を
維持・発揮させるよう、計画的な整備と保全に努めます。
◦商工業の振興と中心市街地の活性化
　中小企業者による経営基盤の強化、人材育成、創業
や新事業展開等に向けた取組みを関係機関とも連携し
て支援することにより、地域経済の活性化を図ります。
　また、商業者や関係団体が行う集客・販売促進事業
を支援するとともに、中心市街地の活性化に向けた賑
わいの創出や都市機能の集積、居住者の誘導等を推進
します。
◦新産業の創出と企業立地の推進
　地域経済の活性化と魅力ある雇用の拡大を図るため、
本市の強みである高度 ICT 基盤等の地域資源を最大限

活用し、成長分野における新産業の創出
や新分野進出に取り組むとともに、企業
立地の推進と集積を図ります。

◦雇用の拡大と就業環境の充実
　関係機関や事業者との連携により安定した雇用を確
保するとともに、本市の有する高度 ICT 基盤も活用し
た企業誘致や新分野進出、創業支援等による新しい雇
用の創出を図ります。また、若者や女性、高齢者、障
がい者など働く意欲のあるすべての市民が安心して働
くことができる就業環境の充実を目指します。
◦地域資源を活かした観光の振興
　観光誘客の拡大による交流人口の増加や地域の活性
化を図るため、関係団体や事業者、市民と行政が連携し、
本市の持つ豊富な地域資源を発掘・活用するとともに、
その魅力を広く国内外に情報発信することにより、何
度でも訪れたくなるまちづくりを推進します。
◦移住・定住の促進
　将来にわたって地域の活力を維持・発展させるため、
市内在住者の定着と市外からの移住の促進に向けた住
宅、就業、結婚、子育て等の多様な施策を展開すると
ともに、本市の魅力や優位性を効果的に発信するため
のプロモーション戦略を推進します。
◦国際・地域間交流の推進
　海外の姉妹都市との交流活動の推進を通じた国際感
覚の醸成や異文化への理解の促進を図るとともに、市
内在住の外国人や観光客が快適に過ごすことができる
ような共生のまちづくりを推進します。
　また、国内の都市間交流を深め、地域間連携の強化
や交流人口の増加を図ります。

◦子ども・子育て支援の充実
　結婚から妊娠・出産・子育てにいたる切れ目のない
支援の充実を図るとともに、地域全体で子どもの健や
かな成長や子育てを支えていくための総合的な環境整
備を推進します。
◦学校教育の充実
　知・徳・体のバランスのとれた「生きる力」を育み、
郷土に誇りと愛着をもった子どもを育てるため、一人
ひとりの個性を活かし、能力を伸ばす学校教育を推進
するとともに、安心して学ぶことのできる指導体制や
教育環境の充実に努めます。
◦生涯学習の振興と社会教育の充実
　市民の誰もがそれぞれの関心に応じて自由に学ぶこ
とができるよう、多様なニーズに対応した学習機会や
情報の提供を行うとともに、生涯学習センターや図書

館等の施設について、適切な維持管理と利便性の向上
に努めます。
　また、青少年の健全な成長を地域全体で支えるため
の環境づくりを推進します。
◦芸術文化・スポーツの振興
　市民の芸術文化活動への支援や芸術文化に親しむ環
境づくりに努めるとともに、文化財や郷土芸能の保存・
継承と活用を通じ、郷土への理解と関心の醸成を図り
ます。
　また、誰もが生涯にわたってスポーツに親しむこと
のできるよう、競技スポーツと生涯スポーツの推進を
図ります。
　さらに、北海道教育大学岩見沢校とも連携し、市民
が「芸術文化・スポーツのまち」を実感することので
きる取組みを推進します。

◦魅力ある都市空間と快適な居住環境の形成
　市民一人ひとりが安全で快適な生活を実感できるよ
う、利便性の高い市街地を形成することにより、まち
の魅力や住みよさの向上を図ります。
　また、市営住宅の維持管理や更新・長寿命化を計画
的に進めるとともに、既存の住宅の耐震化や空き家対
策への取組みを行い、快適な居住環境の形成を推進し
ます。
◦快適な道路環境の確保
　快適かつ安全に利用できる道路環境を確保するため、
国・道とも連携し、都市の骨格となる幹線道路や市民
の暮らしを支える生活道路の整備を計画的に進めると
ともに、老朽化した道路・橋梁の長寿命化を図るなど、
適正な維持管理に努めます。
◦公共交通の利便性の向上
　市民生活や交流の基盤となる公共交通の確保と利便
性の向上を図るため、地域住民や交通事業者、関係自
治体との連携・協力のもと、利用者のニーズに即した
路線バスの運行や新たな公共交通の導入などの取組み
を進めることにより、総合的な公共交通体系を確立す
るとともに、住民意識の醸成と利用の促進に努めます。
◦上下水道の適正な運営
　上水道においては安全で良質な水の安定供給、下水

道においては居住環境の向上と公共用水域の水質保全
の確保を基本とし、施設の更新・長寿命化を計画的に
進めるとともに、効率的な維持管理を通じた健全経営
の維持に努めます。
◦緑豊かなまちづくりの推進
　地域の特性や市民のニーズに対応した公園・緑地の
計画的かつ適正な維持管理に努めるとともに、市民や
民間事業者との協働による緑の街並みづくりや保全活
動を推進することにより、本市の特性を活かした緑あ
ふれる都市空間の形成を図ります。
◦環境の保全と循環型社会の形成
　環境保全に対する意識啓発や自然エネルギーの推進、
ごみの発生の抑制と再使用の推進等の総合的な環境施
策を推進することにより、市民と事業者、行政が一体
となって、環境への負荷の少ない社会の構築を目指し
ます。
◦地域情報化の推進
　本市の特性である高度 ICT 基盤のもと、市民や企業
のニーズを把握し、産業経済、教育、健康・医療・福祉、
安心・安全等の様々な分野における地域課題の解決に
向けた施策を展開することにより、地域経済の活性化
と市民生活の質的向上を目指します。

◦開かれた市政の推進
　市民主体による自主自立のまちづくりに向け、様々
な媒体やメディアを活用した積極的な行政情報の発信
に努めるとともに、市民が市政に対して意見・提言す
ることのできる機会の充実を図ることにより、誰もが
市政に参画できる環境づくりを推進します。
◦持続可能な行財政基盤の確立
　施策・事務事業の不断の見直しを通じた経営資源の

最適配分や財政の健全化、公共施設の適
正配置、行政組織の再構築等の行財政改
革の取組みをさらに進めることにより、
持続可能な行財政基盤の確立を図りま
す。

今後 10 年の岩見沢市のまちづくり
の方向性を示すものです。住んでい
る私たちにとって、とても重要なこ
とですよね。たくさんのご意見・ご
提案をお待ちしています


